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1. はじめに

サーモセレクト方式 1)は，廃棄物を溶融ガス化・改質す
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素の反応により溶融とガス生成が行われ，発生ガスは改質・
急冷・精製により清浄な精製合成ガスとして回収される。

2.2 プラントの特長

本プラントの特長を要約すると以下のとおりである。
（1） ダイオキシン類・飛灰を発生させない。

発生したガスを約 1 200°Cで 2 s以上保持した後に
約 70°Cまで無酸素の状態で急冷することで飛灰を含
むダイオキシン類の発生を原理的に抑止したガス回収
を実現している。

（2） 廃棄物を再資源化する。
廃棄物は資源として再利用が可能な「精製合成ガス」，

「水砕スラグ」，「メタル」，「金属水酸化物」，「硫黄」，
「工業塩」などに変換され回収される。

（3） 高カロリーでクリーンなガスを回収する。
回収された精製合成ガスは水素と一酸化炭素が主成
分であり，コンビナートなど他施設に燃料として販売，
ガスエンジン発電，ガス焚きボイラ発電および蒸気発
生用ガス焚きボイラの燃料として利用している。

（4） 一般廃棄物と産業廃棄物を混在処理する。
本施設は，一般廃棄物と産業廃棄物の併わせ処理を
行うことを特長としており，一般廃棄物の可燃ごみに
他焼却施設からの焼却灰や下水汚泥が加わることで不
足する含有発熱量を産業廃棄物で補い，効率的な処理
を行うものである。

3. 制御システムの概要

サーモセレクト方式ガス化改質炉は DCS（distributed 
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3.2 高温反応炉内レベル計

高温反応炉内ごみレベル計はごみ供給量制御のため炉内
のごみレベルを把握するセンサである。γ線センサを使用
していたが，より取り扱いの容易なマイクロ波技術を応用
したレベル計を開発した。
開発に際し，市販のマイクロ波レベル計を薄い耐火物の
外側に設置し，試験したところ，冷間時では問題なかった
が高温操業下では壁面耐火物を流れるスラグ・メタル，
バーナ火炎などの影響により安定した信号が得られなかっ
た。実験結果をもとに，
（1） 炉内にアンテナを挿入し炉壁面の影響を排除する。
（2） 送信出力を上げる。
（3） 受信感度を上げる。
などの改造を行った。その仕様を Table 1に示す。設置の
概略図を Fig. 4に示し，得られた波形を Fig. 5に示す。
γ線レベル計の場合は炉内のごみ密度に応じて検出する透
過量をも
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内の蒸気需給を満足する蒸気量を確保した上で，発電量を
安定かつ最大にすることを目的に，発電，蒸気発生設備に
供給する熱量をガイダンスする。発生ガス量の短時間的な
変動はボイラ負荷制御で吸収し，長時間的な変動はガスエ
ンジン発電量の負荷制御により吸収している。

4. 運転状況

2005年 4月倉敷・資源循環型廃棄物処理施設が稼働以
降，前述の 3施設も順調に稼働している。
炉頂温度の状況を Fig. 7に示す。約 5 min程度ごとにご

みがバッチ的に供給されても，1 200°C設定に対し安定し
た制御を行っている。
精製ガスのカロリー制御により精製ガスは燃料として活
用できる一定以上のカロリーを保っている。補助燃料投入
不要な場合もあり補助燃料削減制御方向の制御を主として
いる。
高温反応炉内レベル計の測定値はごみレベルの挙動を示
す指標としてごみ供給制御に使用し，適切なタイミングで
のごみ供給を実現している。
倉敷市の一般廃棄物の可燃ごみ，焼却灰，下水道汚泥お

よび産業廃棄物の特性の一例を Table 2に示す。これらの
一般廃棄物および産業廃棄物の混合処理において得られた
精製合成ガスの平均性状は H2  33.2％，CO  31.4％，CO2  

31.9％，N2  3.3％であった。精製合成ガス中ダイオキシン
類濃度は，0.000 027 ng-TEQ/m3

N（O2:12％換算値 3））であ
り，基準値（0.1 ng-TEQ/m3

N）以下であった。長崎県のガ
スエンジン発電におけるエネルギーバランスの実例を � À �


